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「未来チェック機能」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱ 富士栄

明日、いくらになったらサインが表示されるのだろうか？あらかじめサインが表示さ
れる値段が分かればいいな、と思われませんか？

それが分かる機能が今回解説します未来チェック機能です。

簡単な解説はこちら

http://www.neuralnet.co.jp/jp/jpbunseki/mirai.html

■手順解説
ＪＰ法ソフトメインメニューから「ＪＰ分析メニュー」、続けて「チャート」をクリ
ックし、日経平均日足チャートを表示させます。

未来チェックをクリックします。
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以下の画面が表示されます。

「基準株価」とは、その値段を起点として、上下何パーセントの間でサインが出るか
を調べるときに使います。通常は、直近の終値が入っています。特に変更する必要はあ
りません。
「チェックする株価範囲」とは、基準株価から上下何パーセントを調べるのかを入力

します。
買いサインを調べるときは、「安→高」を選択、売りサインを調べるときは「高→安」

を選択します。

今回は以下のようにセットします。

日経平均専用の買いサインを調べます。（４０１～４１４）
ここまでセットしたら「実行」をクリックします。
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「実行」をクリックすると、チェックがスタートします。
同時にチャート上には現在進行中のチェックしているシートに合格した日にサインが表
示されます。

調べる株価の範囲、１円刻みです。

現在進行中のチェックしているシート番号と調べている株価を表示します。
調べている最中はシート番号、株価は共に変化します。
今回は、最後のシートが４１４番なので、ここでの表示が４１４で、精査株価が変化し
なくなったらチェックは終了です。
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数字が回らなくなったら終了です。 以下は終了画面です。

■結果の見方

シートの項目は、合格したシート番号が、精査株価には、サインが表示される株価が
載ります。
これによると１３８５０円で陽線だと、４０８番のサインが明日表示されるという意

味です。
今日は、５／１２なので、明日５／１３のサイン状況について調べたということにな

ります。

「ローソク足型」の項目は、作成したシートによっては、内容として陽線、陰線とい
う区別がありますので選択します。
そのためシートによっては、陽線では合格するが、陰線では合格しない、などという

ことも起こります。
今回のように複数のシートを一度にチェックする場合は、陽線、陰線と両方実行した

ほうがよいでしょう。
ちなみに「陰線」の場合は合格しませんでした。これは、日経平均が指定した株価の

範囲でかつ陰線だったら明日はサインが点灯しないという意味になります。

ここに何も表示されない
場合は、明日サインは表
示されない。
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■例２．９９８４ソフトバンク
手順は日経平均同じ流れです。

■結果
※個別銘柄の買いサインは８０１－８１１を使います。

表示されませんでした。上下１０％の変動ではサインが表示されないという意味です。
よって明日は見送りという考えになります。
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■まとめ
「未来チェック機能」は、あらかじめ注目銘柄を決めておき、夕方になってデータを

変換後、使います。
そうすると明日、その注目銘柄がいくらになったらサインが出るのか、またはその変

動幅では出ないのか、が分かります。

そういう意味で明日への備えができます。

今では先の会報（４月号）で紹介しました通り、当日の日中の株価を変換するソフト
である「ＪＰＭＴＣｈａｒｔ」があります。こちらを用いると当日、注目銘柄を含めど
の銘柄が合格したのかという「検索」（ＪＰ分析メニュー）も有効に働き出します。

今回解説の未来チェック機能は、１つ１つの銘柄をあたっていかないとダメですが、
「ＪＰＭＴＣｈａｒｔ」であれば全銘柄からどの銘柄が合格したかということが当日中
に、はっきりと分かります。
「ＪＰＭＴＣｈａｒｔ」の解説サイト
http://www.neuralnet.co.jp/jp/jpmt/index.html

■補足
ＪＰ分析シートの日足用には、４０１～４１４番にあらかじめ日経平均の買いサイン

がセットされています。また、８１０～８１１番には個別銘柄の高確率逆張り買いサイ
ンがセットされています。ご利用下さい。
新しい追加シート状況は「インターネットユーザー会」にて公開しております。
「インターネットユーザー会」のサイト
http://www.neuralnet.co.jp/user/bbs/bbs.cgi


